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新たな中期計画スタート
農業環境研究と連携・協力

農業環境技術研究所 理事　岡 三徳

　東日本大震災後の今夏、農環研では本格的な調

査・研究シーズンを迎え、恒例の「サマーサイエン

スキャンプ」と「つくばちびっ子博士」を開催しまし

た。大震災後の混乱の中にも、全国から参加した

高校生は環境研究を体験して学び、ちびっ子たち

は網を手に虫を捕り、標本作りに熱中する元気な

姿が見られました。

東日本大震災と原発事故後の活動

　3.11の大震災と津波、これに続く原発事故は、

多くの亡くなられた方々と行方不明者、地域と産

業への膨大な影響から、未曾有の大災害となりま

した。被災者の健康と避難、被災地復興、放射能

汚染と健康への懸念、農水産物の安全性や風評被

害など、いまも続く現在形のことばかりです。東

北の長い沿岸域では、太平洋を望む豊かなくらし

と農村の風景が大きく変わってしまいました。

　農環研では東京電力福島第一原発の事故直後か

ら、農水省や関係各県と連携して、農産物や土壌

の放射性物質濃度の測定等に緊急対応してきまし

た。農水省は8月29日に、福島県を中心に東北・

関東6県の農地土壌における放射性セシウムの濃

度マップを公表しました。農環研は、この濃度マッ

プ作成に向けた土壌採取と分析、地図化の作業に

も、関係各県との連携・協力を図りながら、中心

的役割を果たしました。

　一方で、農環研のウェブサイトでは、研究所が

長年にわたって取り組んできた放射能モニタリン

グ研究についての成果や解説記事の「リンク集」と

ともに、今回の原発事故による土壌・農作物の放

射能汚染に関わる機関の情報・報告書等へのリン

クを集めた「情報ポータル」を公開しています。こ

の両サイトは、放射能とその汚染に対する理解や

リスク管理に有益な情報として、多くの読者から

のアクセスをいただいています。10月7日には、

東京新宿で「放射性物質による土壌の汚染」をテー

マに、第34回農業環境シンポジウムを開催しまし

た。詳細は次号の農環研ニュースで紹介します。

新たな第3期中期計画の下で

　昨年終了した第2期中期計画では、農業環境の

リスク評価と管理技術、農業生態系の構造・機能

解明とこれを支える基盤的研究に取り組み、多く

の研究成果を公表しました。中でも、カドミウム

汚染水田の浄化技術の開発、農耕地からの温室効

果ガス発生量推計の精度向上と抑制効果の定量的

評価、茶草場の二次的自然の評価、生分解性プラ

スチック分解微生物の発見、農業環境資源情報の

データベース化とウェブ公開等が、主要な成果と

なりました。

　こうした基礎研究と技術開発の成果を引き継ぎ、

農環研では、今年度から新たに第3期中期計画を

スタートしました。「地球温暖化にいどむ」「生き

物と共存する農業」「有害物質の管理」「研究情報

の活用」の4つを研究目標の柱とし、これを推進す

る体制も再編・強化しました。もちろん、今後と

も福島県と周辺各県における放射性セシウムのモ

ニタリングとその低減技術の開発は、重要な研究

課題となります。

　福島県の会津には、野口英世博士の揮
き

毫
ごう

による

「鴻
こう

圖
と

」の書があります。“大きな仕事がうまく進む

よう計画を練る"という意です。農環研が担う農業

環境における研究機能と役割を果たすために、計

画を十分に練り、実践し、成果を社会に役立てる

一層の努力と、関係機関との連携による推進が、

いま強く問われていると考えています。今後とも、

皆様の変わらぬご協力とご支援をお願い致します。
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農村環境の生物多様性を保全する
昨年、2010年10月、生物多様性条約の第10回
締約国会議COP10が名古屋市で開催されました。
COP10で採択された決議の一つ「愛知ターゲット
（2020年目標）」では、「2020年までに、農林水
産業が行われる地域が、生物多様性の保全を確保
するよう持続的に管理される（目標7）」ことが掲
げられ、この目標をいかにして実現し、どのよう
に検証するかが課題になっています。農村では、
農作業などにより生態系が常に変動していること、
風土や歴史の違いにより農業そのものが多様なこ
と、生物多様性に関する情報の蓄積が不十分なこ
となどから、各地の生物多様性を客観的に比較し、
評価することは困難です。特に今日、多くの農業・
農村の現場で、減農薬・減化学肥料などの環境保
全型農業、有機農業、水田魚道やビオトープの設置、
外来種の駆除などの取り組みが行われています。
これらの取り組みの効果を客観的にはかるには、
その地域に元々生息していた生きものに関する情
報や、環境のよく似た他地域の情報と比較する必
要があります。
これらのことから、農業環境技術研究所では、

農業生態系における生物多様性の観測情報を蓄積
し、その変化を日本全体で評価するための農業景
観・調査情報システムRuLISのWeb版を開発し、
公開（http://rulis.dc.aff rc.go.jp/rulisweb/）しま
した（図1）。

RuLISとは?
農環研ではこれまで、農業生態系の生物多様性
に関する情報を体系的に収集、蓄積し、それらを
客観的に比較研究するために、農業景観・調査
情報システム（Rural Landscape Information 
System,略称RuLIS）を開発し、農村環境の変化
が生物多様性に及ぼす影響の解明に利用してきま
した（農環研ニュースNo.74）。
RuLISは、全国の生態系のタイプ区分と、生物
調査データの蓄積の2つの部分からなります。生
態系区分は、気候、地形・地質・土壌、植生、道
路密度などの自然環境や社会環境に関する地理情
報（主に国土数値情報）に基づいて全国の生態系
を60タイプに階層的に分類したものです。結果は
1辺約1kmの3次メッシュのデータとして整備さ

農村環境の生きものデータバンクR
ル リ ス

uLISをWebで公開
生物多様性研究領域　山本 勝利

研究トピックス研究トピックス

図1　RuLIS WEBのトップページ
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農村環境生きものデータバンクRuLIS（ルリス）をWebで公開

れ、タイプごとに色分けした地図表示もできます
（図2）。南北に長い日本では、風土や歴史、農業が
多様なため、異なる地域で調査された生物多様性
に関する情報を単純に比較することはできません。
あらかじめ生態系をタイプ区分しておけば、各地
で行われている生態系調査や生物分布調査の結果
（ここでは両者を合わせて「生物調査データ」と呼
びます）を生態系区分と組み合わせて蓄積し、同
じタイプ内や異なるタイプ間の生物多様性を比較
することができます。農環研では現在、60タイプ
の生態系の中から4タイプの農業生態系（利根川
流域）を選定し、植物群落や動物群集に関する体
系的な調査を進めています。

RuLIS WEB公開のねらい
一方、農業・農村の現場では、研究者、行政、
農業者、市民など様々な個人、団体が生物多様性
の観測を行っています。しかし、多くの場合、調
査結果は調査者によって個々に保管されているた
め、異なる地点間の比較や、国土全体などの広域
評価にそれらのデータを活用することは困難です。
そこで、このような生物調査データをインターネ
ットを通じて共有するためにRuLIS WEBを開発
し、一般に公開しました。これにより、誰でも自
らの調査データをインターネット上に登録・蓄
積して、公開することができます。また、RuLIS 
WEBで蓄積、公開されたデータは、誰でもダウン
ロードでき、自分のデータと他者のデータを比較

したり、広域のデータをまとめて解析、評価する
ことができます。登録するデータを広く公開する
か、公開範囲を限定するか、非公開にするかはデ
ータ提供者自身が選択できますので、グループ間
での情報共有や、公開前のデータの一時保管場所
としても利用可能です。つまりRuLIS WEBは、
生物多様性の観測データを誰もが入れたり出した
りできる共用の生きものデータバンクなのです。

RuLIS WEBの概要
「地図表示」では、生態系区分のメッシュデータ
や生物調査地点を、Web-GIS＊により基盤地図（道
路や地名など）と重ね合わせて閲覧できます（図
3）。また「生物調査データの入力」はインターネッ
ト・ブラウザから直接行え、生物分布データ（種
ごとの分布地点情報）と、生態系調査データ（あ
る地点で同時に観測した複数の生物種または生物
群集の情報）の両方の形式のデータを登録できま
す。調査地点の緯度経度は地図表示画面で場所を
指定すれば得られるため、緯度経度情報を持たな
い調査データ（古い調査データなど）の登録も可
能です。蓄積された生物調査データを、種名や調
査地名などを検索して絞り込めば、検索結果の一
覧表示や、ファイル（CSV形式）としての出力が
できます。もちろん、生態系区分のメッシュ・デ
ータも出力できます。なお、データの登録やファ

図2　生態系区分の地図表示

写真　水田湖畔の在来種カントウタンポポ

図3　生態系区分と生物調査地点の重ね合わせ
（緑点は植物、赤点は脊椎動物）
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農村環境生きものデータバンクRuLIS（ルリス）をWebで公開

イルへの出力には、利用者登録が必要です。これは、
データの信頼性確保やデータ提供者の権利保護の
ためにお願いするものです。

RuLIS WEBを利用して
現在公開中のデータを使えば、たとえば関東地
方の水田周辺の植物群落や鳥類について、実際に
は調査されていない場所でも、同じ生態系区分に

属する他地点の調査データから予測することが可
能です。また、外来・雑種タンポポ全国分布デー
タを用いれば、セイヨウタンポポや、在来種タン
ポポとの雑種の広がりを評価できます。
RuLIS WEBに蓄積されている生物調査データ
は、現在のところ農環研が保有するデータのみで
すが（表1）、システムの公開により、農環研以外
のデータが蓄積されることを期待しています。多
くの方々の協力によって生きものデータバンクを
充実し、環境保全型農業や自然再生事業などの効
果の評価や、わが国の農業生態系の総合的な評価
につながることを願います。

　明治時代初期の地図に、現在の道路などを重ね
合わせて見ることができる「歴史的農業環境閲覧
システム」が注目されています。東日本大震災以
降、自分の住む地域が昔はどのような土地だった
のかを知りたい人が増えているためです。
　農環研では、約120年前に作成された「迅速測
図」のうち、関東地方の約900枚を1枚の画像に
統合、地図に位置情報を与えることにより、現在
の地図と重ねて表示できるようにしました。迅速
測図は地目ごとに色がつけられており、当時の土
地利用のようすがわかります。現在の土地利用図
と比べてみると、今は都市化しているところでも、
多くの場所が水田や畑、森林であったことが読み
取れます。また、上総台地や稲敷台地、房総丘陵
といった地域では、「荒」、「灌」、「草」といった文
字が書かれた草地や低木地が広がっていたことが
わかります。

この「歴史的農業環境閲覧システム」は、農環研の
ホームページから誰でも見られます。皆さんも、
120年前の関東平野の環境に思いをはせてみて
ください。

メタデータタイトル データ作成者 公開の可否 地点数 レコード数

外来生物対策指針策定調査（維管束植物） 農村振興局 非公開 1247 9096

生物多様性プロ「集落単位」掬い取りクモ類データ 農林水産技術会議事務局 限定公開 333 5851

農業農村環境情報整備調査（維管束植物） 農村振興局農村環境課 非公開 781 33600

外来・雑種タンポポ全国分布データ 環境省・農業環境技術研究所 閲覧のみ可 737 737

利根川流域における2005年冬季鳥類生息調査データ 農業環境技術研究所 閲覧・DL可 128 983

利根川流域における2006年夏季鳥類生息調査データ 農業環境技術研究所 閲覧・DL可 128 924

利根川流域における水田周辺植生調査データ（RuLIS2007） 農業環境技術研究所 閲覧・DL可 749 6668

利根川流域における畑地周辺植生調査データ（RuLIS2007） 農業環境技術研究所 閲覧・DL可 313 2356

利根川流域における水田周辺植生調査データ（RuLIS2002） 農業環境技術研究所 閲覧・DL可 762 8353

総計 5178 68568

（内公開） （2817） （20021）

表1　現在RuLIS WEBに蓄積されている生物調査データ

＊Web-GIS：インターネット上で地図を表示する地理情報シス
テムです。表示の拡大や縮小ができるほか、緯度経度情報を利
用して複数の情報（地図）を重ね合わせて表示できます。最近で
は、Yahoo地図やGoogleマップ、Googleアースが有名です。
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研究トピックス

これまで研究所で構築してきた
様々な農業環境情報データベース
由来のデータを一元化し、使いや
すい形で提供するシステム「農業
環境情報データセンター（gams
DB;Ghg Agro-stat MeteoCrop 
Soil-information Data Base）」
を開発・公開しました（図1）。

■gamsDBの特徴
gamsDBはデータのダウンロードに特化した
Webシステムです。インターネット環境さえあれ
ば誰でも自由に利用することができます。gamsDB
には、データの利用性を高めるための様々な工夫
が組み込まれています。以下にその工夫を簡単に
紹介します。

・複数のデータベース由来のデータを取得できる
gamsDBからは、農業気象（MeteoCropDB、
気象メッシュデータベース）、温室効果ガス、農耕
地土壌（土壌閲覧システム）、農業統計（農業統計
メッシュデータ閲覧システム）といった複数の既
存データベース由来のデータがダウンロードでき
ます。つまり、gamsDBの利用者は、それぞれの
データベースにアクセスすることなく複数のデー
タベース由来のデータを取得できます。gamsDB
のトップページには、もとのデータベースの概要

説明とリンクが用意されていますので、データの
内容を細かく知りたい時は、それぞれのデータベ
ースに移動して確認できます（図2）。

・地図からデータの場所を検索できる
農業に関する環境情報のデータベースを利用す
る際に、位置情報は極めて重要な意味を持ちます。
例えば、この地域の米の収量はどれくらいなのか、
この場所の年間降雨量はどれくらいなのか知りた
いときは、知りたい場所の情報、つまり位置情報
が必要になります。gamsDBは、Googleマップを
利用して地図から場所を選択し、その場所の農業
環境情報を取得できます（図3）。地図は段階的に
ズームできるので、場所を検索するのにも適して
います（図3）。

・すべてのデータは無償で、利用登録
も不要
gamsDBに格納されたデータは、大
部分が既に公開されていたものです。
ただし、公開といっても、全て自由に
ダウンロードができたわけではありま
せん。例えばデータを入手するために、
申請書類の提出や担当研究者への連絡
が必要な場合がありました。gamsDB
からは、格納したすべてのデータを無
償で、特別な手続きをすることもなく
取得できます。もちろんデータ利用に
関する規定はありますが、これまでに
比べ、利用者にかかる負担は大幅に軽
減されました。これにより、格納され
た各種のデータがより広く利用される

NIAESトピックス

農業環境情報データセンターg
ガ ム ス

amsDB公開
http://agrienv.dc.aff rc.go.jp/

図2　gamsDBの構造
データのダウンロードはgamsDBで行い、閲
覧や簡単な解析は各データベースで行います。

図1　gamsDBから取得することができるデータ

報　告
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ことが期待できます。

■gamsDB開発の背景
gamsDBには、基本的に新規で作
成したデータは格納されていませ
ん。gamsDB開発における最大の目
的は、既存データの利用性を高める
ことにあります。以下にその工夫を
簡単に紹介します。

・情報の膨大化に伴うデータベース
の必要性
近年、IT技術が目覚ましい発展
を遂げ、様々な場面においてIT技
術から恩恵を受けるようになりまし
た。もちろん研究の現場も例外では
ありません。我々研究者も、IT技
術を活用することで、かつてないほ
どの膨大な情報を研究に利用するこ
とが可能になりました。しかし、扱
う情報が膨大になるにしたがい、膨
大な情報を体系的に整理し、利用性
が高い形に再整備する必要が出てきました。

・様々な環境情報データベース
研究所では、これまで多くの環境情報データベ
ースを構築し、公開してきました。その内容は多
岐にわたり、気象情報、農作物の収量情報、土壌
情報、微生物情報、昆虫情報など、例を挙げれば
きりがありません。それぞれのデータベースはそ
れぞれの分野における研究推進に大きく貢献し、
得られた多くの研究成果は、農業や環境保全の現
場において役立っています。

・データベース利用の幅を広げる
データベースは単独でも非常に有用ですが、複
数のデータベースを横断的に利用することで、さ
らに大きな力を発揮することができます。これを
実現するための第一弾として開発されたのが
gamsDBです。gamsDBにより、複数のデータベ
ース由来のデータを同一システムから取得するこ
とが可能になりました。さらにデータの形式も基
本的に揃っているため、gamsDBから取得したデ
ータは、異なったデータを同じ用途で利用するの
に非常に適しています。由来の異なるデータを利
用性が高い状態で提供することによってデータベ
ースの横断利用が進み、単独のデータベースから

では得られなかった新しい知見が様々な分野にお
いて得られることが期待できます。

■データベース構築の意義
近年、農業関連の分野においても様々な情報が
データベース化されています。データベースに収
められたそれぞれのデータは、多くの農業者や技
術者、研究者の努力や経験から得られたものです。
当たり前のことですが、データベースの構築にお
いてもっとも重要なのは、格納されるデータです。
価値あるデータがあってはじめて、価値のあるデ
ータベースが構築できます。けれども、せっかく
価値があるデータがあっても、利用しやすく整備
して、公開しなければ、データは真価を発揮する
ことができません。私たちの研究グループは、こ
れからも価値があるデータを作成し、それにふさ
わしいデータベースを構築することで、様々な農
業環境問題の解決に貢献していきたいと思います。

 （農業環境インベントリーセンター　大澤剛士）

NIAESトピックス

図3　メッシュデータ取得の例
100kmメッシュ、10kmメッシュと段階的にズーム
アップしていき、最終的にデータが欲しい場所の1km
メッシュを選択します。
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農業環境技術研究所をはじめとする5つの独
立行政法人が連携し、地球温暖化と農林水産業
の関わりについて、研究成果や関連情報を広く
提供するポータルサイトを開設しました。
ここに来れば、常に最新の情報が得られるだ
けでなく、地球温暖化と農林水産業の関わりに
ついて一から学べるよう工夫されています。
温暖化対策に取り組む研究者や行政担当者だ
けでなく、営農指導の技術者・指導者、農林水
産業に従事する方、その他、地球温暖化に関心
のあるすべての方にご利用いただけます。

メインコンテンツはプロジェクト研究

農林水産省委託の「気候変動対策プロジェクト研
究（A系）」（平成22年度～ 26年度）を紹介する
ページです。プロジェクトの「課題概要」、「研究課
題一覧」、「推進体制」、「文献発表・特許一覧」、「成
果概要」を掲載しています。成果については順次
更新していきますので、このページを見れば、こ
のプロジェクトについて、詳しく、正確に知るこ
とができます。

「温暖化2010」の前に実施した「地球温暖化が農
林水産業に及ぼす影響評価と緩和及び適応技術の
開発」（平成18年度～ 21年度）について「温暖化
2006」のページで詳しく紹介しています。

プロジェクトの取りくみ
温暖化の緩和策と適応策
緩和策（温室効果ガスの排出削減・吸収向上）

　農林水産分野も温室効果ガス（二酸化炭素、
メタン、一酸化二窒素）の排出源となっています。
そこで、これらの温室効果ガスの発生のメカニズ
ムを解明し、排出を削減する技術を開発します。
また、森林や農耕地土壌の温室効果ガス吸収機能
を向上させる技術開発、海洋の二酸化炭素吸収機
構の解明などにも取りくみます。

適応策（温暖化が進行しても安定生産）

最新の気候変動モデルを用いた精度の高い収量・
品質予測モデルや水資源予測モデルを開発し、温
暖化の農林水産業への影響を評価します。
また、影響評価に基づき、温暖化の進行に適応
した生産安定技術を開発します。

NIAESトピックス
報　告

地球温暖化と農林水産業
運用開始

http://gpro.dc.affrc.go.jp/

（運営事務局）

Webサイト

5つの研究機関が協力して開設
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NIAESトピックス

　　 その他の温暖化研究 ─研究成果情報─

農林水産省所管の研究機関による研究成果や、農
林水産省農林水産技術会議事務局発行の「研究成果シ
リーズ」の中から、「地球温暖化と農林水産業」に関
する成果を紹介しています。
それぞれの成果には、報告書や掲載紙にリンクが張

られているため、興味を持った研究成果をその場で詳
しく知ることができます。

　　 新着・イベント情報

行政組織や研究機関から発信される新着情報や、
研究会・シンポジウムなどのイベント情報をお知らせ
します。タイムリーな情報提供と本情報への簡単アク
セスにより、「地球温暖化と農林水産業」を取り巻く最
新の情報が得られます。

　　 刊行物

農林水産省や農林水産省所管の研究機関から発行
されている「地球温暖化と農林水産業」についての図
書、レポートやパンフレット、過去に実施されたシン
ポジウムの要旨集をすべて紹介しています。過去から
現在に至る研究の動向や成果情報をまとめて閲覧する
ことができます。

　　 IPCC情報・UNFCCC情報

地球温暖化問題に対応するための国際的組織であ
る、IPCCとUNFCCC＊事務局の最新の動向と情報を
紹介しています。

　　 用語集

地球温暖化と農林水産業に
関連する専門用語を五十音順
に、易しく解説しています。
参考文献と参照webサイト

も示されており、より詳しく知りたい時の手がかりとな
ります。

　　

　　

　　

　　　

　　　

す

農環研ニュース　No. 9

す。過去から
果情報をまとめて閲覧する

。

＊IPCC（気候変動に関する政府間パネル　Intergovernmental 
Panel on Climate Change）は、地球温暖化についての科
学的な研究の収集、整理をおこなう専門家による政府間機構。
UNFCCC（気候変動に関する国際連合枠組条約United Nations 
Framework Convention on Climate Change）は、温室効果
ガスの排出削減を目標とする条約で、1992年の地球サミットで
成立。1997年の第3回締約国会議では「京都議定書」が採択。

Webサイト『地球温暖化と農林水産業』
運営事務局
（独）農業環境技術研究所 研究コーディネータ内
〒305-8604 茨城県つくば市観音台3-1-3
FAX：029-838-8146
e-mail：gpro@niaes.aff rc.go.jp

お問い合わせ
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NIAESトピックス

NIAESトピックス

平成23年度農業情報学会学術
奨励賞：飯泉仁之直　任期付研
究員（大気環境研究領域）

「農業経営情報と機構的水稲
生育・収量予測モデルを併用し
た集落レベルでの水稲収量変動
予測等に関する研究」
飯泉任期付研究員は、水稲の収量予測において、
農家の労働力の質・量の違いや気象条件の影響が
水稲の生育段階により異なることを、予測モデル
に取り入れ、集落レベルでの予測精度を向上させ
ました。この研究は、作物収量予測において、広
範な情報の統合・活用を図った顕著な研究成果で
あり、収量変動抑制効果の不確実なパラメーター
を確率的表現で明示した手法は、収量予測に限ら
ず、今後、重要性を増すと考えられます。

第29回日本土壌肥料学会奨励
賞：星野（高田）裕子　主任研
究員（生物生態機能研究領域）

「農耕地土壌における微生物
群集構造解析のための分子生態
的手法の開発」
近年、土壌から直接DNAや
RNAを抽出精製し解析する研究
が進展していますが、国内の農耕地土壌に多い火
山灰性土壌では、解析可能な純度のDNAやRNA
を調製することが困難でした。星野（高田）主任
研究員は、これらを調製する独自の方法を確立し、
その手法が土壌微生物群集の評価と診断に応用で
きることを示し、最適な解析条件を確立しました。
これらの成果は、土壌微生物研究分野で多くの研
究者に広く活用されています。
 （広報情報室　広報グループ）

報　告

学会賞受賞
優れた業績を上げた若手研究者に贈られる学会奨励賞を2人が受賞しました。

　　 キッズコーナー

小学校高学年以上の利用者を対象に、地球温暖
化と農林水産業の関わりをQ&A形式で学ぶコー
ナーです。平易な文章と図や写真により、分かり
やすく回答しています。

　　 研究アルバム

各分野の研究で使用している実験施設や、地球
温暖化の農林水産業への影響などを紹介する画像
を、わかりやすい解説とともに紹介します。

 （広報情報室　広報グループ）

　　 　　

【管理者より】
研究プロジェクトの成果、新着情報、

イベント情報は、常に最新の情報を提
供し、研究アルバム、キッズコーナー、
用語集はコンテンツの充実に努めます。
また、英語版のサイトを設けて、海外
への情報発信も予定しています。

【ウンシュウミカンの浮皮】
　果肉と果皮が離れて、実がブ
カブカする現象で、貯蔵性が低
下し、腐敗する原因となります
（左:浮皮、右:健全果）。収穫前
の高温・多雨で発生します。

【不耕起カバークロップ栽培】
　麦わらを畑の表面に敷いて、土を耕さずに
ダイズを栽培する不耕起カバークロップ栽
培は、土壌有機物の分解が抑制され、温室
効果ガスの二酸化炭素発生を削減できます。
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2年前、つくば地域で同事業に関係していた6研
究教育機関（森林総研、産総研、物材研；以上先
行3機関、農研機構、筑波大学、農環研；以上本
シンポジウム主催3機関）が「男女共同参画宣言」
をうたい上げました。本シンポジウムは、その後
の活動や環境の変化を振り返り、今後の活動の方
向を探るために開催されました。
9月5日（月）13時からつくば国際会議場で行

われたシンポジウムには、100名以上が参加しま

した。その4割が男性で、つくば地域の男女共同
参画意識の高さがうかがえました。
主催者を代表した八巻農研機構理事の開会挨拶
の後、岡島内閣府・男女共同参画局長の挨拶が読
み上げられました。Bennett博士（米国Rutgers
大学）による「米国における女性研究者のキャリア
構築」と題した基調講演に続き、有賀博士（北海
道大学女性研究者支援室長）には特別講演「キャリ
ア継続からキャリアアップへ─男性が不平等感を
抱かない女性研究者支援のあり方─」として、北
海道大学で実践されている活動「北大F3プログラ
ム」をご紹介いただきました。
プログラム後半では、主催3機関の代表から現
在行っている活動が紹介され、その後、有賀博士
を座長として先行3機関の代表を加えた討論会が
行われました。Bennett博士にコメントをいただ
きながら、各機関がつくば地域と関わり合いなが
ら活動を実践する様子が紹介されました。最後に、
つくば地域の多様な機関同士の緩い連携を「つくば
モデル」として育てていくことが提案されて閉会
されました。
 （企画戦略室　板橋　直）

NIAESトピックス
報　告

8月5日（月）、米国農務省農業研究サービスの
ウチミヤ博士（Dr. Sophie M. Uchimiya）をお招
きし、ご自身のキャリアや生活の様子に加え、米
国連邦職員としての待遇が職員のワーク&ライフ
バランスの維持に役立っている様子をご紹介いた
だきました。
週40時間の労働時間を同じ週内で自由に配分で
きたり、病気や妊娠・出産などで長期の休みが必
要な職員に同僚の有給休暇を寄付できる仕組みな
ど先進的な制度が紹介されました。これらの制度
は、女性が子育てや介護をしながら働き続けるた
めの助けとなり、現在全常勤職員のうち女性の割
合は42％となっているそうです。一方で、こうし
た制度は、1990年頃から時間をかけて整備されて
きたとのことです。

米国農務省の先進的な諸制度や研究体制につい
て、30名ほどの参加者は時間いっぱいまで賑やか
に討議していました。

女性研究者研究活動支援事業によるイベント

海外女性研究者ロールモデル講演会
「アメリカ農務省の女性研究者：農業研究サービス人員計画における被雇用者と組織の利益」

つくば3研究教育機関男女参画シンポジウム
「多様性とそのマネジメント ～つくばにおける男女参画共同宣言とこれから～」

文部科学省科学技術人材育成費補助事業　女性研究者研究活動支援事業（旧・女性研究者支援モデル育成事業）について
　この事業は、女性の科学分野への進出が遅れている我が国の現状を改善するため、女性研究者が研究と出産・育児等の両立や、その能力を十
分に発揮しつつ研究活動を行える仕組み等を構築するモデルとなる優れた取組を支援する目的で行われています。農環研では、H21年度から「双
方向キャリア形成プログラム農環研モデル」として同事業を実施してきました（No.89 p12、No.90 p12に関連記事）。

講演会後に参加者と談笑するUchimiya博士（左端）

Bennett博士、有賀博士、討論に参加した
6研究教育機関代表者（左から）
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農環研は、8月3日から5日まで、3日間の日程でサ
マー・サイエンスキャンプ2011を実施しました。
サイエンスキャンプは、独立行政法人科学技術振
興機構（JST）が主催し、全国の協力研究機関に高校
生・高等専門学校生を受け入れ、さまざまな科学技術
分野の研究者・専門家の指導で実験や実習を行う「科
学技術体験合宿プログラム」です。研究の現場を知り、
日ごろ経験できない最先端の研究装置で身の回りのこ
とを調べたりすることで、日常生活の中にある「不思議」
を発見し、科学技術をより身近なものに感じるように
なることをねらいとしています。
今年の農環研でのサマー・サイエンスキャンプは、

（A）「植物のアレロパシー現象を調べてみよう」、およ
び（B）「土壌中で生活している線虫などの土壌動物を
観察してみよう」をテーマとして計16名の高校生を
受け入れ、研究者がどのようにして農業環境を調査し、
研究に取り組んでいるかを経験してもらいました。

 （広報情報室　広報グループ）

農業環境技術研究所は、
小・中学校の夏休みに合わ
せて「つくばちびっ子博士
2011」のプログラムを実施
しました。「昆虫採集」（小
学校3年生以上、事前予約
制）を7月28日（木曜日）
と29日（金曜日）に、農業
環境インベントリー展示館
見学を8月24日（水曜日）
に行いました。

「つくばちびっ子博士」は、子どもたちが、科学の

おもしろさを体験することによって科学・技術に関心
を持つよう、つくば市などの主催により毎年実施され
ています。全国の小学生・中学生が対象で、「つくば
ちびっ子博士パスポート」を持ってつくば市内の研究
所や大学で行われる展示やイベントを見学・体験して、
スタンプを集めて事務局に提出すると、つくばちびっ
子博士などの認定証がもらえます。
今年は節電のため、例年より規模を縮小して実施し

ましたが、合計63人の「ちびっ子」（小学生・中学生）に、
農業と環境についていろいろなことを学んでもらいま
した。
 （広報情報室　広報グループ）

報　告

報　告

つくばちびっこ博士2011

サマー・サイエンスキャンプ2011

12


	農環研ニュースNo.92

	刊行言：農業環境研究と連携・協力

	研究トピックス：農村環境の生き物データバンクRuLISをWebで公開
	農業環境情報センターgamsDB公開

	Webサイト地球温暖化と農林水産業運用開始

	学会賞受賞
	女性研究者研究活動支援事業によるイベント
	つくばちびっこ博士2011／サマー・サイエンスキャンプ

